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小
特
集
　
地
域
史
研
究
団
体
の
潮
流

明
石
に
お
け
る
地
域
史
研
究
と
黒
田
義
隆	

―
『
明
石
市
史 

上
巻
』
刊
行
へ
の
歩
み
―

宮
本
　
博

は
じ
め
に

　

明
石
市
に
お
い
て
は
、
現
在
『
新
修　

明
石
市
史　
（
仮
称
）』
の
編
さ

ん
事
業
を
進
め
て
お
り
、二
〇
二
三
年
度
に
全
三
巻
の
う
ち
第
一
巻　
（
自

然
・
考
古
編
）
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
。

　

現
在
の
明
石
市
域
に
お
い
て
地
域
の
歴
史
を
編
集
・
刊
行
し
た
も
の
に

は
『
林
崎
村
郷
土
誌
』、『
明
石
市
郷
土
史
』、『
３
０
年
の
あ
ゆ
み　

市
制

実
施
三
十
周
年
記
念
誌
』、『
明
石
文
化
史
年
表
』、『
魚
住
村
誌
』
な
ど
が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
元
に
す
る
と
と
も
に
、
旧
家
に
眠
る
多
く
の
文

書
や
史
・
資
料
類
を
新
た
に
収
集
・
検
証
し
、
市
制
四
十
周
年
を
記
念
し

て
『
明
石
市
史　

上
巻
』（
一
九
六
〇
年
刊
）
が
纏
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

黒
田
義
隆
（
本
名
：
美
隆
）
の
著
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
明
石

生
ま
れ
・
明
石
育
ち
で
は
な
い
黒
田
が
な
ぜ
明
石
の
歴
史
に
深
く
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
度
、
新
た
に
〝
明

石
市
史
〟
を
編
さ
ん
す
る
に
当
た
り
、
明
石
に
お
け
る
地
域
史
研
究
の
あ

ゆ
み
と
市
史
編
さ
ん
の
先
人
で
あ
る
黒
田
義
隆
に
つ
い
て
、『
明
石
市
史

　

上
巻
』
刊
行
に
至
る
ま
で
を
辿
る
。
な
お
、
明
石
地
域
に
お
い
て
は
、

直
良
信
夫
や
小
林
行
雄
、
春
成
秀
爾
、
浅
田
芳
朗
、
今
里
幾
次
な
ど
考
古

学
分
野
で
の
研
究
成
果
は
多
い
が
、
本
稿
で
は
主
に
地
域
史
の
編
集
活
動

を
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
文
中
の
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
　『
明
石
市
史
』
刊
行
前
史

（
一
）
明
治 

～ 

昭
和
十
年
代
ま
で

　

１　
『
西
摂
大
観　

郡
部
』

　

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
十
一
月
に
東
京
在
住
の
仲
彦
三
郎
（
東
京

文
芸
会
員
）
が
編
集
し
、
神
戸
の
明
輝
社
が
発
行
し
た
。
そ
の
内
に
「
明
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石
郡
之
部
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る（

１
）。

　

明
治
時
代
以
前
に
著
わ
さ
れ
た
旧
明
石
郡
内
の
地
誌
的
資
料
に
は
『
采

邑
私
記
』、『
明
石
記
』
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
引
用
し
つ
つ
他
の
史
料
も

合
わ
せ
て
明
石
地
域
の
歴
史
を
概
観
し
た
も
の
で
、
特
に
明
石
藩
時
代
の

逸
話
が
詳
し
い
。
こ
の
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
藩
士

の
家
に
伝
わ
り
、
書
き
写
さ
れ
て
い
た
だ
け
の
旧
明
石
藩
内
の
地
理
や
歴

史
を
一
部
で
は
あ
る
が
広
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
史

研
究
の
原
点
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
書
の
う
ち
明
石
藩
に
関
連
す
る
多
く
の
記
述
は
、
後
述
す
る

橋
本
海
関
『
明
石
名
勝
古
事
談
』
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

２　

明
石
史
談
会

　

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
二
月
、
垂
水
海
神
社
宮
司
の
主
唱
に
よ
り

明
石
最
初
の
地
域
史
研
究
団
体
で
あ
る
明
石
郡
史
談
会
が
設
立
さ
れ
た
。

な
お
、
会
の
名
称
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
一
月
の
明
石
市
制
実

施
に
伴
い
、
明
石
史
談
会
と
改
め
ら
れ
る
。
賛
助
者
は
、
明
石
女
子
師
範

ね
る
。
以
後
、
郡
内
各
地
の
史
跡
踏
査
や
著
名
人
を
迎
え
た
歴
史
講
演
会

を
概
ね
二
ヶ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

八
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
史
跡
踏
査
や
講
演
会
の
内
容
を
詳
細

に
記
載
し
た
『
明
石
史
資
料
』
を
刊
行
す
る
。
編
集
は
舞
子
介
類
館
主
、

矢
倉
甫
田（

２
）で

あ
る
。

　

ま
た
、
大
正
八
年
十
二
月
に
は
明
石
市
制
実
施
を
記
念
し
て
、
明
石
市

公
会
堂
に
お
い
て
「
古
文
書　

古
器
物　

展
覧
会
」
を
開
催
す
る
。
寺
社
、

旧
家
な
ど
の
協
力
を
得
て
絵
図
・
文
書
類
を
中
心
と
し
て
石
器
や
弥
生
式

土
器
、
古
墳
時
代
遺
物
な
ど
を
展
示
し
、
歴
史
資
料
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
理
解
を
広
め
た
。

　

３　

金
井
作
次
郎

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
一
月
、
新
た
に
市
制
が
実
施
さ
れ
た
明
石

市
の
西
隣
、
明
石
川
西
岸
に
位
置
す
る
林
崎
村
が
『
林
崎
村
郷
土
誌
』
を

刊
行
。
村
役
場
助
役
で
林
地
区
の
戸
長
で
あ
る
金
井
作
次
郎
が
編
集
し
た
。

寺
社
の
縁
起
や
村
内
の
伝
承
、
漁
場
争
い
、
掘
割
に
よ
る
水
利
に
つ
い
て

の
史
料
を
載
せ
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

　

林
崎
村
は
、
こ
の
後
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
川
崎
航
空
機
工

業
明
石
工
場
が
開
設
さ
れ
て
重
工
業
地
と
な
り
、
そ
の
後
の
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
二
月
、
明
石
市
に
編
入
さ
れ
る
。

　

４　

橋
本
海
関
（
橋
本
小
六
）

　

明
石
藩
最
後
の
儒
学
者
と
い
わ
れ
、
藩
校
や
師
範
学
校
の
教
師
、
明
石

史
談
会
の
会
員
で
も
あ
る
。『
采
邑
私
記
』
や
他
の
史
料
類
に
は
書
か
れ

学
校
長
、
明
石
郡
長
、

農
学
校
長
の
ほ
か
、
明

石
警
察
署
長
宮
崎
俊
男
、

儒
学
者
で
漢
文
教
師
で

あ
っ
た
橋
本
海
関
、
明

石
尋
常
高
等
小
学
校
長

小
野
重
雄
ら
が
名
を
連

写真１　『明石史資料』
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て
い
な
い
事
柄
を
集
め
て
記
録
し
た
『
明
石
名
勝
古
事
談
』
を
刊
行
す
る
。

『
西
摂
大
観
』（
前
記
１
）に
あ
る
記
述
の
多
く
は
、自
分
が
書
き
溜
め
た〝
明

石
事
績
〟
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
そ
の
内
容
を
こ
の
書
に
載
せ
る
と

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
一
月
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
一
本
を

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
五
月
に
発
行
し
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
五

月
発
行
の
第
十
一
本
ま
で
続
く
。
現
在
で
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
多
く
の
資

料
や
当
時
語
ら
れ
て
い
た
伝
聞
な
ど
を
元
に
叙
述
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に

貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。　

　

５　

野
田
猪
左
雄

　

昭
和
初
期
に
は
、
昭
和
天
皇
の
即
位
を
祝
う
〝
御
大
典
記
念
〟
事
業
と

し
て
全
国
各
地
で
教
師
に
よ
る
郷
土
史
に
関
す
る
図
書
の
編
集
が
活
発
に

行
わ
れ
た
。
明
石
市
に
お
い
て
は
、
大
観
尋
常
高
等
小
学
校
の
訓
導
で
あ

り
、
明
石
史
談
会
の
会
員
で
も
あ
る
野
田
猪
左
雄
の
編
集
に
よ
り
『
明
石

市
郷
土
史
』
が
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
一
月
に
大
観
尋
常
高
等
小
学

校
か
ら
発
行
さ
れ
た（

３
）。
こ
れ
は
明
石
市
制
実
施
十
年
の
記
念
で
も
あ
り
、

明
石
市
長
や
明
石
市
教
育
会
長
か
ら
序
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
的

に
は
「
明
石
市
沿
革
」
か
ら
始
ま
り
、「
神
社
」、「
仏
閣
」、「
名
所
古
跡
」、「
教

育
」、「
衛
生
」、「
交
通
」、「
産
業
」
な
ど
か
ら
「
郷
土
歌
」、「
人
々
」
に

い
た
る
ま
で
網
羅
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
〝
市
史
〟
の
体
裁
で
あ
る
。
な

お
、
野
田
猪
左
雄
は
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
の
『
明
石
市
役
所
職
員

住
所
録
』
に
収
入
役
と
理
財
部
長
と
し
て
名
前
が
載
る
。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
一
月
に
は
『
明
石
市
郷
土
史
』（
全
四
七
四

ペ
ー
ジ
）の
内
容
の
要
約
版
と
も
い
え
る『
明
石
大
観
』（
全
九
七
ペ
ー
ジ
）

が
、
明
石
中
学
校
教
諭
千
鳥
祐
倫
の
編
集
に
よ
り
明
石
市
教
育
会
か
ら
発

行
さ
れ
る
。

　

６　

小
野
重
雄

　

明
石
史
談
会
の
会
員
、
市
会
議
員
で
あ
り
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

十
月
に
、
明
石
ゆ
か
り
の
人
物
誌
『
明
石
乃
月
影　

上
』
を
出
版
す
る
。

こ
れ
は
明
石
藩
初
代
藩
主
小
笠
原
忠
真
か
ら
始
ま
り
、
幕
末
の
相
撲
取
り

真
龍
岩
五
郎
ま
で
、
藩
主
、
学
者
、
僧
侶
、
軍
人
な
ど
多
方
面
の
人
物

三
六
人
を
取
り
上
げ
、
各
種
の
資
料
を
独
自
に
調
べ
、
肖
像
写
真
や
筆
跡

な
ど
も
交
え
て
紹
介
し
て
い
る
。
折
り
込
み
の
「
先
哲
居
住
地
図
」
に

二
五
人
の
住
居
地
が
記
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
。
書
名
に
続
い
て
、
目

次
に
は
「
上
編
」
題
簽
に
は
「
上
」
と
あ
り
、
続
編
を
出
す
予
定
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
出
版
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

　

７　

明
石
保
勝
会

　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
七
月
、『
明
石
郷
土
史
料
』
が
神
戸
史
談

会
幹
事
の
櫻
谷
忍
に
よ
り
編
集
さ
れ
、
明
石
保
勝
会
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
。

こ
の
会
は
小
野
重
雄
が
代
表
を
務
め
る
会
で
あ
る
が
活
動
な
ど
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
明
石
に
は
郷
土
史
研
究
資
料
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
が
少

な
い
中
で
、
明
石
藩
士
鈴
木
潤
之
助
に
よ
る
「
明
石
年
中
行
事
」
と
い
う

資
料
を
発
見
し
た
の
で
、
他
の
資
料
を
加
え
て
刊
行
し
、
永
く
郷
土
に
残

す
こ
と
に
し
た
と
小
野
重
雄
が
序
文
に
記
し
て
い
る
。
内
容
は
第
八
代
明

石
藩
主
松
平
直
明
が
越
前
大
野
か
ら
明
石
へ
入
部
以
来
の
各
種
行
事
や
慣
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行
・
規
律
な
ど
を
収
録
し
た
「
明
石
年
中
行
事
」
が
中
心
で
、
ほ
か
に
明

石
藩
の
歴
代
藩
主
時
代
の
出
来
事
や
重
臣
の
名
前
、
町
方
・
村
方
の
概
要

を
記
し
た
「
播
州
明
石
記
録
」、「
東
播
秘
談
抜
書
」、「
明
石
名
勝
畧
記
」

を
翻
刻
し
た
も
の
で
、
明
石
県
の
「
軍
務
入
費
簿
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
二
）
昭
和
二
十
年
以
降

　

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
十
一
月
に
市
制
実
施
三
十
周
年
を
迎
え
る

に
当
た
っ
て
、
記
念
誌
編
集
へ
の
動
き
が
現
わ
れ
る
。

　

１　

明
石
郷
土
史
研
究
会

　

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
六
月
、
明
石
郷
土
史
研
究
会
の
第
一
回
例

会
が
開
催
さ
れ
る
。
山
田
貞
三
（
郷
土
史
研
究
家
）・
小
川
龍
彦
（
無
量

光
寺
住
職
・
民
芸
研
究
家
）・
鳥
居
與
三
（
戯
曲
家
）・
森
俊
秀
・
黒
田
美
隆
・

堀
内
勝
人
（
日
本
交
通
公
社
明
石
案
内
所
長
）・
上
月
宗
夫
（
乙
彦
、教
師
・

松
尾
芭
蕉
研
究
者
）
社
会
教
育
課
長
ら
が
出
席
。
席
上
、『
明
石
文
化
史

年
表
』
の
編
集
開
始
と
広
島
大
学
教
授
魚
澄
惣
五
郎
博
士
へ
の
調
査
・
編

集
の
委
嘱
が
決
ま
る
。
年
表
の
編
集
を
通
し
て
以
後
の
『
市
史
』
編
集
活

動
へ
と
繋
げ
て
い
く
方
向
性
を
示
す
。
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
十
月
、

『
明
石
社
会
教
育
月
報
』四
号
に「
明
石
郷
土
史
資
料
」（
黒
田
美
隆
）と「
明

石
郷
土
史
研
究
会
記
事
」
が
掲
載
さ
れ
、
明
石
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
資

料
と
研
究
会
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

こ
の
会
に
つ
い
て
、
黒
田
義
隆
は
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
七
月
に
発

行
さ
れ
た
『
梁
田
蛻
巖
全
集
』「
あ
と
が
き
」
に
て
〝
明
石
市
社
会
教
育

課
付
属
明
石
市
郷
土
史
研
究
懇
談
会
〟
と
記
し
て
い
て
、
会
の
性
格
を
よ

く
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

２　
『
３
０
年
の
あ
ゆ
み
』

　

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
十
一
月
、
明
石
市
役
所
総
務
部
庶
務
課
よ

り
『
３
０
年
の
あ
ゆ
み　

市
制
実
施
三
十
周
年
記
念
誌
』
が
発
行
さ
れ
る
。

編
さ
ん
委
員
は
八
木
新
一
郎
（
市
会
議
員
）、
野
田
猪
左
雄
、
黒
田
美
隆

ほ
か
。
行
政
・
議
会
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
・
産
業
な
ど
の
各
方
面
に
お

け
る
市
制
実
施
前
と
後
の
三
十
年
間
の
変
化
を
比
較
し
た
図
や
表
を
多
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
制
実
施
時
の
苦
労
や
思
い
出
な
ど
を
多
く
の
人
へ

の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
掲
載
し
て
お
り
、
現
在
で
は
貴
重
な
記
録
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、「
今
昔
は
な
し
」
欄
を
設
け
「
万
葉
集
と
明
石
」、「
お

城
も
の
が
た
り
」、「
寺
子
屋
も
の
が
た
り
」、「
明
石
の
伝
説
」、「
交
通
も

の
が
た
り
」、「
通
信
も
の
が
た
り
」、「
町
名
の
は
な
し
」、「
明
石
の
文
献

も
く
ろ
く
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
単
に
三
十
年
史
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、明
石
の
町
の
成
り
立
ち
や
変
化
を
解
説
し
て
お
り
、後
の
『
市

史
』
へ
向
け
た
準
備
版
と
い
う
よ
う
な
位
置
づ
け
も
読
み
取
れ
る
。

　

３　
『
明
石
文
化
史
年
表
』

　

魚
澄
惣
五
郎
に
委
嘱
し
て
い
た
『
明
石
文
化
史
年
表
』
が
昭
和
二
六
年

（
一
九
五
一
）
三
月
に
完
成
し
、
明
石
市
教
育
部
社
会
教
育
課
編
と
し
て
明

石
市
が
発
行
。
明
石
原
人
の
時
代
か
ら
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
ま
で

を
収
録
す
る
。
黒
田
美
隆
が
編
集
に
協
力
し
、索
引
を
作
成
し
た
。「
年
表
」

で
あ
る
が
記
載
事
項
の
多
く
に
出
典
資
料
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
資
料
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集
の
役
割
で
あ
り
、
以
後

の
地
域
史
研
究
の
基
礎
資

料
と
な
っ
た
。
叙
述
式
の

〝
本
文
編
〟
を
加
え
て
『
市

史
』
の
完
成
と
な
る
が
、

こ
の
後
、
九
年
の
歳
月
を

要
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
の
執
筆
者
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
鳥
居
與
三
に
よ
る

「
ま
え
が
き
」
か
ら
「
明
石
の
民
俗
」
は
黒
田
義
隆
、「
明
石
・
文
学
散
歩
」

は
多
木
伸
（
作
家
）、「
明
石
の
あ
ゆ
み　

明
石
・
文
化
史
」
は
島
田
清
（
兵

庫
県
主
事
）、
こ
の
三
氏
に
よ
る
共
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
は

副
読
本
用
と
は
い
え
、
明
石
の
歴
史
的
事
象
や
遺
跡
・
文
化
財
が
詳
細
に

解
説
さ
れ
て
い
る
。
後
に
刊
行
さ
れ
る
『
明
石
市
史
』
に
直
接
繋
が
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、「
前
編　

明
石
の
あ
ゆ
み
」
の
南
北
朝
時
代
で
終
わ
っ

て
い
て
、
続
編
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。
発
行
者
は
明
石
郷
土
史
研
究
会

と
明
石
市
教
育
委
員
会
の
連
名
で
あ
る
。

　

な
お
、島
田
清
は
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
五
月
に
、明
石
城
の
巽
櫓
・

坤
櫓
が
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定（
同
年
六
月
指
定
）を
受
け
る
に
あ
た
っ

て
纏
め
た
調
査
資
料
を
元
に『
明
石
城
』（
島
田
清
著
・
発
行
）を
刊
行
し
た
。

　

５　
『
魚
住
村
誌
』

　

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
一
月
に
大
久
保
町
、
魚
住
村
、
加
古
郡
二

見
町
が
明
石
市
に
合
併
。合
併
後
の
昭
和
三
二
年（
一
九
五
七
）九
月
に『
魚

住
村
誌
』
が
魚
住
村
誌
編
纂
委
員
会
（
代
表
者
は
明
石
市
長
丸
尾
儀
兵
衛
）

の
編
集
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
。
編
纂
委
員
会
は
、
元
村
長
・
元
村
会
議
員
・

元
村
役
場
職
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。編
纂
専
任
者
の
松
本
吉
美（
役

場
助
役
）
が
編
集
期
間
中
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
明
石
市
書
記
の
石
田
善

作
が
後
任
と
な
っ
た
。

　

合
併
解
村
後
の
村
誌
編
集
で
あ
る
た
め
、第
一
章
「
魚
住
の
お
い
た
ち
」

に
続
く
第
二
章
は
「
合
併
に
つ
い
て
」
を
設
け
、
合
併
に
い
た
っ
た
経
過

写真２　『明石文化史年表』

　

４　
『
郷
土
明
石
』

　
『
市
史
』
の
編
集
中
で
あ
っ
た
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
二
月
、
明

石
郷
土
史
研
究
会
の
編
著
で
『
郷
土
明
石
』
が
発
行
さ
れ
る
。
中
学
校
の

副
読
本
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、「
ま
え
が
き
」
の

中
に
明
石
の
郷
土
史
編
さ
ん
に
関
し
て
興
味
深
い
話
を
記
し
て
い
る
の
で
、

少
し
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。

　
〝
終
戦
直
後
、
ま
だ
戦
塵
の
に
お
い
が
の
こ
っ
て
い
た
こ
ろ
、
新
し
く

社
会
教
育
課
長
に
な
ら
れ
た
上
月
さ
ん
か
ら
「
市
と
し
て
社
会
教
育
上
な

に
か
ら
は
じ
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
た
ず
ね
ら
れ
た
。
…
…
略
…
…

「
そ
れ
ぁ
郷
土
史
を
こ
さ
え
る
べ
き
だ
…
…
」
わ
た
し
達（

４
）の
共
通
の
意
見

で
、
し
か
も
「
そ
れ
は
庶
民
を
中
心
と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

…
…
」。〟
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
石
郷
土
史
研
究
会
発
足
以
前
の
話
と
思

わ
れ
、
当
時
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
以
後
の
市
役
所
と

結
び
つ
い
た
郷
土
史
研
究
の
動
き
が
理
解
で
き
る
。

　
『
郷
土
明
石
』
に
は
著
者
個
人
名
の
表
示
は
な
く
、
目
次
に
も
項
目
ご
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の
説
明
と
事
務
処
理
等
に
つ
い
て
の
報
告
を
載
せ
、
最
終
の
第
十
六
章
を

「
特
別
寄
稿
（
思
い
出
）」
と
し
て
、
旧
村
内
各
地
区
九
人
の
方
々
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
魚
住
村
六
十
二
年
の
思
い
出
を
掲
載
し
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

発
行
は
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
で
あ
る
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料

は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
末
を
基
準
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
黒
田
義

隆
よ
り
資
料
提
供
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

６　
『
二
見
築
港
の
歴
史
』　

　

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
十
月
に
二
見
港
の
築
港
百
年
を
記
念
し
て
、

明
石
市
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
編
集
者
は
黒
田
義
隆
。
二
見
出
身
で
あ
る

明
石
市
長
丸
尾
儀
兵
衛
が
序
文
と
「
二
見
港
と
と
も
に
」
と
い
う
一
文
を

寄
せ
て
い
る
。
五
八
ペ
ー
ジ
の
小
冊
子
で
あ
る
が
、
地
元
に
伝
わ
る
多
く

の
資
料
を
収
録
し
て
お
り
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
一
月
に
明
石
市

に
合
併
し
た
二
見
町
の
歴
史
で
あ
り
〝
二
見
町
史
〟
で
も
あ
る
。

　

７　

明
石
城
史
料
展

　

市
制
四
十
周
年
を
記
念
し
て
明
石
市
主
催
に
よ
る
「
明
石
城
史
料
展
」

が
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
十
月
二
四
日
～
二
九
日
の
間
、
明
石
市
民

会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。「
明
石
城
図
」、「
明
石
町
図
」、「
明
石
城
居
屋

敷
郭
平
面
図
」
な
ど
の
絵
図
を
は
じ
め
、
代
々
藩
主
に
よ
る
「
地
子
免
許

状
」、「
采
邑
私
記
」
や
「
明
石
記
」
な
ど
の
史
料
類
、
甲
冑
や
火
縄
銃
な

ど
が
展
示
さ
れ
た
。
多
く
の
市
民
が
来
場
し
、
郷
土
の
歴
史
を
伝
え
る
原

史
料
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
研
究
の
裾
野
を
拡
げ
た
。

　

８　
『
明
石
市
史　

上
巻
』　

　

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
三
月
、
市
制
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

明
石
市
役
所
よ
り
発
行
。
黒
田
義
隆
が
編
集（

５
）し

た
。
内
容
は
「
一　

明
石

原
人
の
こ
ろ
」
か
ら
、
江
戸
時
代
に
相
当
す
る
「
五　

藩
政
の
も
と
に
」

ま
で
。
巻
末
に
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
に
発
行
し
た
『
明
石
文
化

史
年
表
』
の
う
ち
、
明
石
原
人
の
時
代
か
ら
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま

で
を
八
十
八
ペ
ー
ジ
の
「
明
石
市
史
年
表
」
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。

　

昭
和
二
四
年
六
月
に
開
か
れ
た
明
石
郷
土
史
研
究
会
の
第
一
回
例
会
以

降
、
よ
う
や
く
〝
市
史
〟
を
現
実
の
も
の
と
し
て
市
民
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
明
石
市
長
丸
尾
儀
兵
衛
は
刊
行
の
こ
と
ば
の
中
で
「
上
巻
に

つ
づ
い
て
さ
ら
に
下
巻
と
資
料
篇
の
続
刊
を
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
今
後

の
市
史
刊
行
計
画
を
示
し
、
凡
例
で
は
「
本
書
は
、
明
石
市
史
全
三
巻
の

う
ち
の
上
巻
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
史
下
巻
と
資
料
篇
の

計
画
が
市
民
に
対
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
市
史
編
さ
ん
事
業
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

二
　
黒
田
義
隆

（
一
）
黒
田
家
と
「
美
隆
」

　

黒
田
義
隆
と
い
う
名
前
は
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
頃
か
ら
使
わ

れ
て
い
る
が
、
本
名
は
黒
田
「
美
隆
」。「
美
」
を
「
義
」
に
変
え
た
明
ら

か
な
理
由
は
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
晩
年
に
お
い
て
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も
贈
呈
本
な
ど
へ
の
サ
イ
ン
は
「
美
隆
」
を
使
っ
て
い
る
（
写
真
３
）
が
、

本
稿
で
は
基
本
的
に
「
義
隆
」
を
使
用
す
る
。

　

黒
田
家
は
姫
路
地
域
の
神
社
で
神
職
を
勤
め
た
家
系
。
義
隆
の
祖
父
は

高
砂
の
神
社
の
神
職
の
次
男
、
祖
母
は
姫
路
の
神
社
の
神
職
の
長
女
で
、

父
は
次
男
で
あ
っ
た
た
め
か
、
鉄
道
院
に
勤
め
、
後
に
駅
長
と
な
る
。
母

は
神
戸
垂
水
の
神
社
神
職
の
三
女
で
あ
っ
た
。
義
隆
は
、
明
治
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
一
月
一
八
日
、
父
の
赴
任
先
で
あ
っ
た
石
川
県
松
任
町
に

て
誕
生
。
の
ち
、
福
井
県
へ
移
り
、
県
立
福
井
中
学
校
を
卒
業
す
る
。
神

職
の
家
系
で
あ
り
周
囲
に
も
神
職
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
国
学
院
大
学
高
等
師
範
部
に
進
み
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

三
月
に
卒
業
す
る
。

　

父
は
鉄
道
院
を
退
職
し
た
後
、
福
井
に
住
ん
だ
が
、
明
石
織
田
家
に

嫁
い
だ
娘
（
義
隆
の
姉
）
の
隣
家
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
、
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
明
石
へ
転
居
す
る
。

（
二
）
神
職 

　

国
学
院
大
学
を
卒
業
し
た
義
隆
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
四

月
、
明
治
神
宮
（
東
京
）
の
実
習
生
に
採
用
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
六

年
～
八
年
の
諏
訪
大
社
（
長
野
県
）
勤
務
か
ら
始
ま
り
、
八
年
～
十
一

年
伊
和
神
社
（
宍
粟
郡
一
宮
町
）、
十
一
年
～
十
九
年
広
田
神
社
（
西
宮

市
）、
十
九
年
に
再
び
伊
和
神
社
へ
と
い
う
移
動
を
重
ね
る
。
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
八
月
に
伊
和
神
社
で
終
戦
を
迎
え
る
が
、
九
月
に
は
神

社
関
係
職
員
の
削
減
と
い
う
方
針
を
受
け
て
神
職
を
退
職
す
る
。
昭
和

二
一
年
（
一
九
四
六
）
十
月
、
宍
粟
郡
一
宮
町
よ
り
、
母
が
居
住
し
て
い

る
明
石
へ
転
居
す
る
。（
父
は
昭
和
十
二
年
に
他
界
し
て
い
る
）

　

義
隆
は
、
広
田
神
社
在
職
中
に
『
官
幣
大
社
廣
田
神
社
年
表
』
を
は
じ

め
『
官
幣
大
社
廣
田
神
社
末
社
祭
日
設
定
ニ
関
ス
ル
考
証
』、『
官
幣
大
社

廣
田
神
社
脇
殿
ノ
位
置
ニ
関
ス
ル
考
証
』
な
ど
多
く
の
報
告
書
を
纏
め
、

兵
庫
県
や
神
祇
院
、
内
務
省
に
提
出
し
て
い
る（

６
）。

（
三
）
明
石
に
て 

─ 

市
役
所
職
員

　

神
職
を
退
職
し
て
い
た
義
隆
は
、
周
囲
の
人
の
推
薦
も
あ
り
、
明
石
市

役
所
に
職
を
得
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
二
月
か
ら
勤
務
を
始
め
る
。

最
初
の
部
署
は
税
務
課
で
あ
っ
た
が
、
本
人
の
性
格
と
は
合
わ
な
か
っ
た

た
め
に
上
申
し
た
よ
う
で（

７
）、

し
ば
ら
く
す
る
と
選
挙
管
理
委
員
会
へ
移
り（

８
）、

そ
の
後
、
観
光
課
や
秘
書
課
で
郷
土
史
に
関
す
る
仕
事
を
担
当
す
る
よ
う

に
な
る
。

　

戦
後
の
復
興
期
で
あ
る
昭
和
二
三
年
、
翌
年
に
市
制
実
施
三
十
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
修
史
事
業
と
し
て
「
明
石
市
」
三
十
年
の
記
念
誌
を

計
画
す
る
が
、
市
役
所
の
三
十
年
史
で
は
な
く
、
広
く
〝
明
石
〟
の
歴
史

写真３　署名「黒
田美隆」平成
10 年（1998）、
90 歳頃
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を
ま
と
め
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
丁
度
そ
の
前
年
に

黒
田
義
隆
が
明
石
市
役
所
に
入
庁
し
て
お
り
、
大
学
や
神
職
時
代
に
培
っ

た
歴
史
資
料
へ
の
造
詣
が
認
め
ら
れ
、
当
時
か
ら
「
郷
土
史
研
究
者
」
と

し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
発
足
し

た
明
石
郷
土
史
研
究
会
の
例
会
へ
も
出
席
し
、『
３
０
年
の
あ
ゆ
み
』
の

編
さ
ん
委
員
と
な
る
。
や
が
て
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
か
ら
市
史
編

さ
ん
業
務
に
携
わ
り
、
長
い
道
の
り
を
歩
み
始
め
る
。

　

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
よ
う
や
く
『
明
石
市
史　

上
巻
』
の
編
集

を
終
え
、
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
三
月
に
明
石
市
役
所
を
定
年
退

職
し
た
後
も
、
引
き
続
き
市
史
編
さ
ん
業
務
に
従
事
し
、
昭
和
四
五
年

（
一
九
七
〇
）十
一
月
に
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
の『
明
石
市
史　

下
巻
』

を
刊
行
す
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
か
ら
は
〝
市
史
資

料
篇
〟
の
編
さ
ん
に
従
事
し
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
三
月
ま
で
の
間

に
『
明
石
市
史
資
料
』
全
八
集
（
十
三
冊
）
を
刊
行
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

『
明
石
市
史
』は
上
巻
で
丸
尾
儀
兵
衛
市
長
が
表
明
し
た
計
画
通
り
、上
巻
・

下
巻
と
資
料
篇
を
三
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
実
現
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
黒
田
は
『
明
石
と
芭
蕉
』、『
史
話
明
石
城
』
を
は
じ
め
、
明
石

の
歴
史
に
関
す
る
多
く
の
図
書
・
雑
誌
に
執
筆
し
た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
七
月
～
一
二
月
に
か
け
て
『
神
戸
新
聞
（
明

美
版
）』
に
「
明
石
史
蹟
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
を
百
回
連
載
し
た
他
、
明
石

市
の
広
報
紙
『
市
政
だ
よ
り　

あ
か
し
』
に
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）

八
月
～
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
六
月
ま
で
、
実
に
四
十
七
年
間
、

四
百
六
十
二
回
に
わ
た
っ
て
「
明
石
の
史
話
」
を
書
き
続
け
た
こ
と
で
あ

る
。
市
民
に
明
石
の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
長
年
日
々
研

鑽
を
積
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

役
職
と
し
て
は
、
明
石
市
文
化
財
審
議
会
会
長
を
務
め
た
ほ
か
、
昭
和

五
十
年
（
一
九
七
五
）
九
月
に
結
成
さ
れ
た
市
民
に
よ
る
歴
史
グ
ル
ー
プ

明
石
地
方
史
研
究
会
の
会
長
も
務
め
た
。

　

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
十
月
二
四
日
に
九
十
九
歳
で
亡
く
な
り
、

播
磨
町
の
阿
閇
神
社
社
地
に
あ
る
黒
田
家
墓
地
に
眠
る
。

お
わ
り
に

　

明
石
に
お
け
る
地
域
史
研
究
は
、
幕
末
期
に
橋
本
海
関
が
諸
方
よ
り
入

手
し
た
文
書
類
を
書
き
写
し
た
り
、
当
時
、
巷
で
語
ら
れ
て
い
た
昔
語
り

な
ど
を
書
き
記
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
記
録
を
ま
と

め
、『
明
石
名
勝
古
事
談
』
と
い
う
書
物
の
形
で
公
表
し
た
こ
と
が
、
以

後
の
地
域
史
研
究
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
期
に
は
橋
本
海
関

を
は
じ
め
教
育
関
係
者
を
中
心
に
役
所
関
係
者
や
文
化
人
ら
を
加
え
た
史

談
会
が
結
成
さ
れ
、
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
が
、
昭
和
十
年
代
に
入

る
と
、
こ
の
よ
う
な
史
談
会
活
動
は
停
滞
し
た
。

　

そ
の
後
、「
戦
時
期
」
と
い
う
空
白
期
間
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
間
も
な

い
頃
の
市
役
所
社
会
教
育
課
長
た
ち
の
会
話
に
よ
り
、
明
石
市
の
郷
土
研

究
が
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
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明
石
市
の
周
年
事
業
は

「
戦
時
期
」
で
あ
っ
た
二
十

周
年
（
一
九
三
九
年
）
を
除

き
、
十
周
年
毎
に
〝
市
史
〟

に
相
当
す
る
も
の
を
発
行
し

て
き
た
。
四
十
周
年
記
念
と

な
る
『
明
石
市
史　

上
巻
』

刊
行
時
（
一
九
六
〇
年
）
に

当
時
の
丸
尾
市
長
が
明
ら
か

に
し
た
〝
全
三
巻
の
市
史
刊

行
計
画
〟
は
黒
田
義
隆
の
調

査
・
編
集
に
よ
っ
て
、
平
成

（
３
） 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
発
行
さ
れ
た
増
補
再
版
の
書
名
は
『
明
石
郷
土
史
』。

（
４
） 

わ
た
し
達
と
は
、
堀
内
勝
人
・
小
川
龍
彦
・
鳥
居
與
三
の
こ
と
。
社
会
教
育
課

長
は
上
月
宗
夫
（
乙
彦
）。

（
５
） 

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月
に
誤
植
の
訂
正
や
図
版
の
差
替
え
を
行
っ
て

発
行
さ
れ
た
「
復
刊
版
」
の
奥
付
に
は
黒
田
義
隆
は
著
者
と
な
っ
て
い
る
。

（
６
） 

黒
田
義
隆
が
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
作
成
し
た
メ
モ
「
黒
田
美
隆
編
著

目
録
」
に
よ
る
。

（
７
） 

黒
田
義
隆
の
長
男
、
黒
田
美
彦
へ
の
聞
き
取
り
（
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。

（
８
） 『
明
石
市
役
所　

職
員
住
所
録　

昭
和
二
十
二
年
六
月
三
日
現
在
』
に
選
挙
管

理
委
員
会
書
記
と
し
て
「
黒
田
美
隆
」
の
名
前
が
載
る
。
以
後
、
昭
和
三
四
年

に
は
秘
書
課
主
事
、
三
六
年
に
は
秘
書
課
広
報
統
計
係
主
事
、
三
九
年
に
は
企

画
室
主
査
へ
と
移
っ
て
い
る
。

写真４　橋本海関墓と黒田義隆（昭和 27 年 1 月 27 日）

三
年
（
一
九
九
一
）
に
完
結
し
た
。
こ
の
間
、
黒
田
は
明
石
の
地
域
史
研

究
を
市
役
所
内
部
か
ら
牽
引
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

註（
１
） 『
西
摂
大
観　

郡
部
』
の
う
ち
「
明
石
郡
之
部
」
と
「
美
嚢
郡
之
部
」
を
合
冊

製
本
し
た
『
明
石
志
』
が
同
時
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
２
） 

本
名
は
矢
倉
和
三
郎
。
専
門
の
貝
類
研
究
の
他
に
、甫
田
の
名
前
で
、雑
誌
『
郷

土
趣
味
』（
郷
土
趣
味
社　

京
都
）
に
「
大
蔵
谷
の
牛
乗
権
兵
衛
」（
三
巻
四
号
、

大
正
十
年
十
二
月
）、「
播
磨
山
田
の
葬
式
」（
三
巻
八
号
、大
正
十
一
年
八
月
）「
明

石
名
物
菓
子
由
来
」（
三
巻
十
号
、大
正
十
一
年
十
月
）
な
ど
を
寄
稿
し
て
お
り
、

明
石
地
域
の
歴
史
研
究
者
で
も
あ
る
。




